
高 知 県 町 村 会・ 町 村 議 会 議 長 会［ 広 報 誌 ］

 高知県町村長・町村議会議長大会決時事項を濵田知事に要望
（左から上村町村会長、濵田知事、西森副知事、筒井議長会長）

四国四県デジタル要望活動
町村長・町村議会議長大会要望活動

当選首長の紹介
土佐町合併 70 周年記念式典

市長会と町村会との共催による講演会
町村会定例会
副町村会理事会・定期総会

町村議会議長会 臨時総会
町村議会議長会 新役員の紹介

監査委員協議会・定期総会
当選議員の紹介

 新規採用職員のお知らせ
 職員事務分担表
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要
望
事
項
：
決
議

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
及
び
地
方
創
生
の

推
進
に
つ
い
て

・
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
に
つ
い
て

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
及
び
防
災
・
減
災
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

・
医
療
・
福
祉
施
策
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

・
交
通
基
盤
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

・
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

要
望
事
項
：
特
別
決
議

・
参
議
院
選
挙
の
合
区
の
見

直
し
に
関
す
る
特
別
決
議

・「
議
員
の
な
り
手
不
足
対

策
」
及
び
議
会
へ
の
多
様

な
人
材
の
参
画
に
関
す
る

特
別
決
議

・
四
国
新
幹
線
の
整
備
促

進
に
関
す
る
特
別
決
議

要
望
先

濵
田　

省
司	

知
事

松
岡　

孝
和	

総
合
企
画
部
長

土
居
内
淳
一	

理
事
（
人
口
減
少
・
中
山
間
担
当
）

江
渕　
　

誠	

危
機
管
理
部
長

中
嶋　

真
琴	

健
康
政
策
部
長

西
村　

光
寿	

子
ど
も
・
福
祉
政
策
部
長

濱
田
美
和
子	

産
業
振
興
推
進
部
長

松
村　

晃
充	

農
業
振
興
部
長

坂
田　

省
吾	

林
業
振
興
・
環
境
部
長

山
下　
　

修	

水
産
振
興
部
長

横
地　

和
彦	

土
木
部
長

地
方
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム

標
準
化
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
に

関
す
る
要
望
を
実
施

高
知
県
町
村
長・町
村
議
会
議
長

大
会
決
議
事
項
を
県
選
出
国
会
議
員
、

濵
田
県
知
事
、県
所
管
部
長
に
要
望

令
和
７
年
４
月
11
日
、
上
村
誠 

高
知
県
町
村

会
長
（
北
川
村
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
四
国
四

県
町
村
会
の
会
長
は
、
総
務
省
の
村
上
誠
一
郎

大
臣
ら
関
係
省
庁
の
大
臣
等
に
対
し
、
自
治
体

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
に
関
す

る
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

現
在
、
国
主
導
で
進
め
ら
れ
て
い
る
自
治

体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
し
て
、
町
村

に
は
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
初
期
費
用
や
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
を
含
む
利
用
料
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

国
は
運
用
経
費
の
３
割
削
減
を
目
指
す
と
し
て

い
る
が
、
四
国
四
県
町
村
会
の
調
査
で
は
、
令

和
７
年
度
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
平
均
で
2
・

53
倍
、
最
大
4
・
97
倍
に
増
加
す
る
見
込
み
で

あ
る
。
物
価
や
人
件
費
の
上
昇
を
踏
ま
え
る
と
、

今
後
も
さ
ら
に
増
加
す
る
可
能
性
が
高
く
、
現

時
点
で
そ
の
財
政
措
置
は
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

人
口
減
少
対
策
や
防
災
対
策
な
ど
で
歳
出
が
膨

ら
む
中
、
こ
の
経
費
増
は
町
村
財
政
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
四
国
四
県
町
村
会
と
し
て
、
各

町
村
が
コ
ス
ト
削
減
を
前
提
に
標
準
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
と
同
様
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
増
額
分

に
つ
い
て
も
、
地
方
交
付
税
や
特
別
交
付
税
で

は
な
く
、
全
額
国
庫
補
助
に
よ
っ
て
対
応
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
た
。

要
望
先
は
次
の
と
お
り
。

総
務
省	

村
上
誠
一
郎
　
大
臣

総
務
省	

阿
部
　
知
明
　
自
治
行
政
局
長

財
務
省	

土
田
　
　
慎
　
大
臣
政
務
官

財
務
省	

中
山
　
光
輝
　
主
計
局
次
長

デ
ジ
タ
ル
庁	

穂
坂
　
　
泰
　
デ
ジ
タ
ル
副
大
臣

自
由
民
主
党	
鈴
木
　
俊
一
　
総
務
会
長

町
村
の
振
興
を
考
え
る
会

	

山
口
　
俊
一
　
会
長
（
衆
議
院
議
員
）

全
国
町
村
会	

横
田
　
真
二
　
事
務
総
長

令
和
７
年
４
月
14
日
、
上
村
誠 

高

知
県
町
村
会
長
（
北
川
村
長
）
及
び

筒
井
公
二 

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会

長
（
い
の
町
議
会
議
長
）
は
、
本
年
７

年
２
月
21
日
開
催
の
「
高
知
県
町
村

長
・
町
村
議
会
議
長
大
会
」
に
お
い
て

満
場
一
致
で
可
決
し
た
「
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
及
び
地
方
創
生
の
推
進
」

ほ
か
５
項
目
の
決
議
及
び
「
参
議
院
選

挙
の
合
区
の
見
直
し
に
関
す
る
特
別
決

議
」
ほ
か
２
項
目
の
特
別
決
議
の
実
現

に
向
け
、
濵
田
省
司 

高
知
県
知
事
を

は
じ
め
、
所
管
部
長
に
対
し
て
要
望
活

動
を
行
っ
た
。

今
回
の
要
望
活
動
で
は
、
地
域
経
済

を
直
撃
す
る
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、

燃
料
や
飼
料
な
ど
の
コ
ス
ト
増
に
よ
っ

て
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
基
幹

産
業
の
収
入
が
減
少
し
て
い
る
状
況
や
、

介
護
人
材
の
不
足
と
い
っ
た
県
内
の
町

村
が
抱
え
る
重
要
な
課
題
の
実
現
方
に

向
け
、
熱
心
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

要
望
事
項
及
び
要
望
先
は
下
記
の
と

お
り
。

村上総務大臣への要望活動の様子
（左から上村 高知県町村会長、谷川 香川県町村会
長、村上 総務大臣、玉井 徳島県町村会長、河野 愛
媛県町村会長、山口 町村の振興を考える会長）

当選首長の紹介

　このたび無投票当選の栄に浴し、4 期目の町政を
担わせていただくこととなりました。「住みたい・住
める・住んでよかった未来へ繋ぐまちづくり」への
実現のため、特に「人口減少対策」、「地域経済対
策」、「南海トラフ巨大地震を含む災害対策」など、
全力で取り組んでまいります。
　今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、お願い
申し上げます。

　このたびの町長選挙におきまして、町民の皆様を
始め各方面の力強いご支援を賜り、町政運営を担
わせていただくこととなりました。
　行政面積が「四国一小さい」わが町ではあります
が、日常生活支援や産業振興や町民の暮らしを鑑
みた施策の構築などに加え、教育行政の更なる充
実を図り、「住んでいてよかったと思うことのできる
田野町」の実現に取り組んで参ります。皆様方のご
指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

濵田知事への要望活動の様子3 2

節
目
の
70
周
年
祝
う

土
佐
町
合
併
記
念
式
典
開
催

　

令
和
７
年
４
月
20
日
、
土
佐
町
合
併

70
周
年
記
念
式
典
が
「
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
」
に
て
開
催
さ
れ
、
当
会
か

ら
は
上
村
誠 

高
知
県
町
村
会
長
（
北

川
村
長
）
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

土
佐
町
は
、
昭
和
30
年
３
月
31
日
に

当
時
の
土
佐
郡
森
村
・
地
蔵
寺
村
と
長

岡
郡
田
井
村
が
合
併
し
、「
土
佐
村
」

と
し
て
発
足
。
さ
ら
に
、
昭
和
36
年
４

月
１
日
に
は
本
山
町
の
一
部
で
あ
っ
た

大
渕
・
古
味
・
井
尻
・
下
川
・
上
津
川

の
５
地
区
を
編
入
し
、
昭
和
45
年
４
月

１
日
よ
り
「
町
制
」
に
移
行
し
て
、
現

在
の
土
佐
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

節
目
と
な
る
70
周
年
を
祝
う
式
典
で

は
、
地
元
小
学
生
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や

保
育
園
児
の
ダ
ン
ス
披
露
が
あ
り
、
華

や
か
に
開
幕
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
佐

芝
刈
唄
保
存
会
に
よ
る
「
土
佐
芝
刈

唄
」、
役
場
青
年
部
に
よ
る
「
早
明
浦

踊
り
」
も
披
露
さ
れ
、
地
域
の
伝
統
と

活
気
を
感
じ
ら
れ
る
催
し
と
な
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
和
田
守
也 

土
佐
町
長
お

よ
び
和
田
賢
二 

土
佐
町
議
会
議
長
に

よ
る
ご
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
町
の
功

労
者
８
名
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た

２
団
体
に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
上
村
会
長
が
「
自

然
も
食
も
人
も
大
変
素
晴
ら
し
く
、
唯

一
無
二
の
財
産
に
恵
ま
れ
た
土
佐
町
は
、

住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
『
誇
り
』
そ
の

も
の
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
財
産
が
次
の
世
代
に

引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
、
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
、
町
の
発

展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
土
佐
町
の

さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
、
式
典
は
盛
会

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

大月町長　岡田順一氏（75）
【経歴】
幡多農高大月校卒
昭和 47 年 7 月	 大月町役場入り
　生活環境課長、総務政策課長を歴任
平成 22 年 8 月	 副町長 就任
平成 25 年 3 月	 大月町長 就任
令和 7 年３月	 大月町長 再選（４期目）
現在に至る

田野町長　坂本正徳氏（60）
【経歴】
近畿大学短期大学（商経科）卒
昭和 60 年 4 月　田野町役場入り
平成 20 年 4 月　中芸広域連合事務局長
平成 22 年 4 月　教育次長
平成 25 年 7 月　まちづくり推進課長
平成 27 年 8 月　総務課長
平成 28 年 4 月　教育次長
平成 29 年 6 月　教育長就任
令和 7 年 2 月　 退職
令和 7 年 5 月　 田野町長就任　現在に至る

祝辞を述べる上村会長



高
知
県
市
長
会
と
高
知
県

町
村
会
と
の
共
催
に
よ
る 

講
演
会
を
開
催

高
知
県
町
村
会

令
和
７
年
度

第
１
回
定
例
会
開
催

上
村
会
長
全
国
町
村
会
副
会
長
に
選
任

高
知
県
副
町
村
長
会 

理
事
会・定
期
総
会
開
催

新
会
長
に
都
築 

芸
西
村
副
村
長
が
就
任

　

令
和
７
年
５
月
16
日
、
高
知
県

市
長
会
及
び
高
知
県
町
村
会
は
、

高
知
県
市
長
会
と
高
知
県
町
村
会

と
の
共
催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
こ
れ
ま
で
高

知
県
町
村
会
が
単
独
で
開
催
し
て

い
た
「
特
別
委
員
会
」
を
発
展
的

に
見
直
し
、
高
知
県
市
長
会
と
共

催
と
い
う
形
で
、
県
内
の
市
町
村

が
よ
り
一
体
と
な
っ
て
学
び
合
い
、

交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
開
催
し

た
も
の
で
、
県
内
の
市
町
村
長
、

市
町
村
議
会
議
長
及
び
県
職
員
等

70
名
が
参
加
し
た
。

　

第
１
回
目
と
な
る
本
講
演
会
は
、

総
務
省 

消
防
庁 

消
防
大
学
校
長

の
羽
生
雄
一
郎 

氏
を
講
師
に
お

招
き
し
「
進
化
す
る
消
防
防
災
行

政
と
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
や
大
規
模
林
野
火
災
へ
の
備
え
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え

た
取
組
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
防
災

課
題
に
対
し
、
分
か
り
や
す
く
ご

解
説
い
た
だ
き
、
参
加
者
一
同
、

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
講

し
た
。

　

な
お
、
講
演
会
後
は
講
師
を
含

め
多
く
の
市
町
村
長
、
市
町
村
議

会
議
長
が
参
加
し
て
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
有
意
義
な
交
流
が
図

ら
れ
た
。

　

令
和
７
年
６
月
30
日
、
高
知
県
町
村
会
は
、
令

和
７
年
度
第
１
回
定
例
会
を
開
催
し
た
。

　

上
村
誠
会
長

（
北
川
村
長
）

の
挨
拶
に
続
い

て
議
事
に
移
り
、

事
務
局
か
ら
令

和
６
年
度
決
算

等
の
議
案
説
明

や
会
務
報
告
を

行
い
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り

可
決
、
認
定
さ

れ
た
。

挨拶をする羽生校長

講演会の様子

定例会の様子

　

令
和
７
年
４
月
23

日
、
高
知
県
副
町
村

長
会
は
、
理
事
会
及

び
定
期
総
会
を
開
催

し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
新
正

副
会
長
の
互
選
を
行

い
、
会
長
に
都
築 

芸

西
村
副
村
長
を
、
副
会
長
に
髙
橋 

本
山
町
副
町
長
及

び
岡
﨑 

津
野
町
副
町
長
を
総
会
で
承
認
を
受
け
る
候

補
者
と
し
て
選
出
し
た
。

　

理
事
会
に
続
い
て
開
か
れ
た
定
期
総
会
で
は
、
西
村

会
長
（
梼
原
町
副
町
長
）
の
挨
拶
に
続
い
て
議
事
に
移

り
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、
令
和
７
年
度
事

業
計
画
・
予
算
の
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
理

事
会
で
選
出
さ
れ
た
新
正
副
会
長
候
補
者
が
承
認
さ
れ
、

新
監
事
に
田
村 

佐
川
町
副
町
長
及
び
今
宮 

大
月
町
副

町
長
が
選
任
さ
れ
た
。

副
村
長
会
　
新
役
員

　
　

会　

長　

都
築　
　

仁 （
芸
西
村
副
村
長
）

　
　

副
会
長　

髙
橋　

清
人 （
本
山
町
副
町
長
）

　
　
　

〃　
　

岡
﨑　

光
明 （
津
野
町
副
町
長
）

　
　

監　

事　

田
村　

正
和 （
佐
川
町
副
町
長
）

　
　
　

〃　
　

今
宮　

友
和 （
大
月
町
副
町
長
）

新役員（左から岡﨑副会長、
都築会長、髙橋副会長）

　

令
和
７
年
７
月
24
日
に
行
わ
れ
た
全
国
町
村
会

理
事
会
に
お
い
て
、
同
会
の
副
会
長
に
上
村
誠 

高

知
県
町
村
会
長
（
北
川
村
長
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

任
期
は
、
７
月
31
日
か
ら
２
年
間
。

上
村
会
長　
全
国
町

村
会
副
会
長
に
選
任
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高
知
県
町
村
議
会
議
長
会 

令
和
７
年
度
臨
時
総
会
開
催

新
会
長
に
五
味 

馬
路
村
議
会
議
長
が
就
任

全
国
町
村
議
会

議
長
会
臨
時
総
会
開
催

理
事
に
本
会 

五
味
会
長
が
就
任

会　

長	

五
味　

隆
仁 （
馬
路
村
）

副
会
長	

和
田　

義
嗣 （
土
佐
町
）

副
会
長	

西
元　

和
代 （
津
野
町
）

理　

事	

福
島　
　

登 （
東
洋
町
）

理　

事	

佐
竹　

正
利 （
安
田
町
）

理　

事	

和
田　

民
夫 （
大
川
村
）

理　

事	

大
野　
　

弘 （
仁
淀
川
町
）

理　

事	

中
城　

重
則 （
中
土
佐
町
）

理　

事	

小
田　

範
博 （
越
知
町
）

理　

事	

緒
方　

正
綱 （
四
万
十
町
）

監　

事 	

松
浦　

隆
起 （
佐
川
町
）

監　

事	

安
岡　

邦
彦 （
大
月
町
）

挨拶をする五味新会長

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
新
役
員

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員
の
異
動　

　

去
る
６
月
25
日
に
高

知
県
町
村
議
会
議
長
会

臨
時
総
会
が
高
知
県
自

治
会
館
に
お
い
て
開
か
れ
、

第
49
代
会
長
に
、
馬
路

村
議
会
議
長
の
五
味
隆

仁 

氏
を
選
出
し
た
。

　

同
氏
は
、
現
在
、
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
長

で
も
あ
り
、
地
方
創
生
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
力

強
く
取
り
組
む
県
内
23
町
村
の
先
頭
に
立
ち
、
リ
ー

ダ
ー
シップ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
副
会
長
に
は
土
佐
町
議
会
議
長
の
和
田
義

嗣 

氏
と
津
野
町
議
会
議
長
の
西
元
和
代 

氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、
選
出
さ
れ
た
新
役
員
は
次
の
と
お
り

　

令
和
7
年
6
月
30
日
付
け
で
西
元
副
会
長
が
議

長
の
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し
、
令
和
7
年
8
月

22
日
付
け
で
津
野
町
議
会
議
長
の
大
地
真
人
氏
が

副
会
長
に
就
任
し
た
。

臨時総会の様子

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
令
和
７
年

７
月
16
日
、
東
京
の
全
国
町
村
議
員
会
館

に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
の
改
選
を
行った
。

　
中
本
正
廣 

会
長
（
広
島
県
安
芸
太
田
町

議
会
議
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
新
役
員
12

名
が
決
定
し
、当
会
の
五
味
隆
仁 
会
長
（
馬

路
村
議
会
議
長
）
が
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

　この度、高知県町村議会議長
会の臨時総会におきまして、皆様
方のご推挙を賜り会長に就任す
ることになりました。身に余る光栄
でありますとともに、責務は大変
重く、改めて身の引き締まる思い
でございます。新しく選出されま
した役員の皆様方と連携し、本
会の円滑な運営並びに町村議会
の更なる発展に一歩でも前進でき
るように取り組んでまいります。
　また、町村におかれましては人
口減少対策、将来想定される大
規模災害に備えた防災・減災対
策、労働人口の確保、地域創
生 2.0 基本構想等に基づいた地

域の振興に資する取組を強化す
ることなど課題は山積しておりま
す。町村議会議長会としましても、
国や県市町村と連携を密に、地
方自治の振興並びに議会への多
様な人材の参画及び議会の機能
強化を図ってまいります。
　結びに、皆様方のご
健勝と町村議会の益々
のご発展をお祈り申
し上 げ、 就 任の
挨拶といたしま
す。

第 49 代会長　
五味隆仁

新会長就任あいさつ
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当
選
議
員
の
紹
介

　

池
上　
　

仁
（
45
）
無
新

◎
池
沢　

紀
子
（
71
）
無
現

　

市
川　

賢
仁
（
67
）
無
元

　

伊
東　

尚
毅
（
70
）
無
現

　

井
上　

正
臣
（
76
）
無
現

　

井
上　

敏
雄
（
81
）
無
現

　

田
岡　

重
雄
（
64
）
無
新

　

田
上　

久
美
（
43
）
無
新

　

田
上　

雅
哉
（
62
）
共
新

〇
筒
井　

一
水
（
63
）
無
現

　

浜
田　

孝
男
（
68
）
無
現

　

福
井　

英
人
（
60
）
無
現

　

藤
﨑　

憲
裕
（
73
）
無
現

　

森
本　

節
子
（
68
）
公
現

　

山
岡　
　

寿
（
62
）
無
現

　

山
﨑　

き
よ
（
59
）
共
現

　

山
田　

卓
彦
（
60
）
無
現

　

山
本
荘
一
郎
（
75
）
社
現

　

石
川　

寿
朗
（
71
）
無
現

◎
大
地　

真
人
（
45
）
無
現

　

川
上　

智
子
（
58
）
無
現

　

高
橋　

亜
香
（
52
）
無
新

　

田
中　

一
孝
（
72
）
無
現

○
中
山　

昭
英
（
75
）
無
現

　

西
内　

香
織
（
54
）
無
新

　

西
元　

和
代
（
51
）
無
現

　

明
神　
　

旭
（
41
）
無
新

　

明
神　
　

司
（
47
）
無
新

【
誤
植
の
お
詫
び
・

訂
正
の
お
知
ら
せ
】

　

前
号（
2
0
2
5

年
３
月
号
）
の
７

ペ
ー
ジ
に
掲
載
い

た
し
ま
し
た
「
全

国
町
村
議
会
議
長

会
表
彰
」
の
記
事

に
お
き
ま
し
て
、

「
自
治
功
労
者
表
彰

（
議
員
15
年
以
上
在

職
者
）」
の
受
賞
者

の
う
ち
、
東
洋
町 

高
畠
議
員
の
所
属

町
名
に
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
誤
】　

田
野
町

【
正
】　

東
洋
町

　

高
畠
議
員
ご
本

人
な
ら
び
に
関

係
者
の
皆
さ
ま
に

ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
、

心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
再
発
防

止
に
向
け
て
、
確

認
体
制
を
よ
り
一

層
徹
底
し
、
正
確

な
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
の
町
（
任
期 

Ｒ
７・６・１
～
）

津
野
町
（
任
期 

Ｒ
７・７・１
～
）

　

高
知
県
町
村
等
監
査
委
員
協
議
会
は
、
去

る
５
月
22
日
、
高
知
県
自
治
会
館
に
県
内
23

町
村
の
監
査
委
員
、
事
務
局
職
員
61
名
が
集

い
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
、
松
岡 

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
高

知
県
町
村
等
監
査
委
員
協
議
会
表
彰
と
し
て
、

監
査
委
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
及
び
７
年

以
上
在
職
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
中
土
佐
町
の
結
城
善
晴

監
査
委
員
か
ら
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　

議
事
で
は
、「
監
査
機
能
の
充
実
と
監
査

事
務
局
体
制
の
整
備
」
及
び
「
必
要
な
監
査

活
動
費
を
確
保
し
、
監
査
委
員
の
職
務
に
ふ

さ
わ
し
い
報
酬
」
を
目
指
し
た
決
議
の
採
択

を
は
じ
め
、
当
協
議
会
令
和
６
年
度
決
算
、

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど

を
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決
定
す
る

と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

を
行
っ
た
。

　

な
お
、
当
日
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
て
い

た
県
市
町
村
振
興
課
の
松
井
裕
樹 

課
長
補
佐

か
ら
祝
辞
・
挨
拶
が
あ
っ
た
。

監
査
委
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
者

　
　

該
当
な
し

監
査
委
員
と
し
て
７
年
以
上
在
職
者

　
　

中
土
佐
町　

結
城　

善
晴

　
　

中
土
佐
町　

岡　

伊
三
男

　
　

津
野
町　
　

石
川　

寿
朗

　
　

四
万
十
町　

田
邊　

幹
男

監
査
委
員
と
し
て
の
特
別
功
労
者

　
　

該
当
な
し

監
査
委
員
の
補
助
職
員
と
し
て

10
年
以
上
在
職
者 

　
　

該
当
な
し

　

わ
れ
わ
れ
町
村
監
査
委
員
は
、
厳
し
い
町

村
財
政
の
中
、
行
政
に
対
す
る
住
民
の
信
頼

を
確
保
し
、
透
明
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い

く
た
め
、
日
々
研
鑚
を
積
み
努
力
を
重
ね
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
村
に
お
け
る
監
査
体

制
は
脆
弱
で
あ
り
、
そ
の
課
せ
ら
れ
た
義
務

と
責
任
を
十
分
に
果
た
す
に
は
厳
し
い
現
状

に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
研
修
、
事
務
局
体
制
の
充
実

強
化
を
は
じ
め
、
監
査
委
員
費
の
確
保
等
監

査
機
能
の
充
実
強
化
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

本
日
、
こ
こ
に
「
高
知
県
町
村
等
監
査
委
員

協
議
会
定
期
総
会
」
を
開
催
し
、
町
村
監
査

委
員
相
互
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
決
意
を

新
た
に
、
下
記
事
項
の
早
期
実
現
に
向
け
、

組
織
を
挙
げ
て
邁
進
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

記

１　

監
査
機
能
の
充
実
と
監
査
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
監
査
委
員
事
務
局
職
員
を

確
保
し
、
事
務
局
体
制
を
整
備
す
る
。

２　

監
査
の
充
実
を
期
す
る
た
め
、
必
要
な

監
査
委
員
費
を
確
保
し
、
監
査
委
員
の

職
務
に
ふ
さ
わ
し
い
報
酬
と
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　

令
和
７
年
５
月
22
日

高
知
県
町
村
等
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

監
査
委
員
協
議
会
新
役
員
名
簿

　

会　

長	

西
山　

明
広 （
安
田
町
）

　

副
会
長	

上
田　

益
英 （
佐
川
町
）

　

理　

事	

弘
田　

賀
䡄 （
東
洋
町
）

　
　

〃	

西
岡　

恒
雄 （
田
野
町
）

　
　

〃	

和
田　

常
男 （
大
川
村
）

　
　

〃	
朝
日　

満
夫 （
い
の
町
）

　
　

〃	
須
内　

康
仁 （
越
知
町
）

　
　

〃	
武
内　

可
一 （
三
原
村
）

　

監　

事	

吉
岡　

國
弘 （
仁
淀
川
町
）

　
　

〃	

松
田　

博
和 （
黒
潮
町
） 

監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会
開
催

監
委
協
会
長
に
西
山
氏（
安
田
町
）が
就
任

職員の紹介

高知県町村会・高知県町村議会議長会・高知県市町村総合事務組合・高知県市町村振興協会　事務分担表

職名 氏名
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町村会次長、町村議会議長会次長、市町村振興協会事務局次長、振興課長、財務課長（町村会等）兼務 髙松 利和
市町村総合事務組合次長、業務課長及び財務課長（総合事務組合）及び会計管理者兼務 北川 博史

振興課（総務関係）　☎ 088-823-3216 ／ 088-823-3218
事務内容 職名 氏名

・町村会、町村議会議長会、町村等監査委員協議会、副町村長会、市町村振興協会、地域
振興総合協議会、市町村補助金等審議会等に関すること 

係長 山下 祥太
主事 松岡 　涼

振興課（共済事業・生協関係）　☎ 088-824-3730
・全国町村会共済事業（総合賠償保障保険、非常勤職員公務災害補償保険、任意共済等） 
・（一財）全国自治協会共済受託事業（公有建物災害共済、自動車（公用車）損害共済等） 
・全国町村職員生活協同組合事業（火災共済、自動車共済）

課長補佐 山中 和佳
主任 辻　 百合

会計年度任用職員 堅田 真世

財務課　☎ 088-824-3216 ／ 088-823-3217
事務内容 職名 氏名

・総務及び会計（総合事務組合、町村会、地域振興総合協議会、副町村長会、町村議会議
長会、町村等監査委員協議会）に関すること  
・自治会館の管理、運営に関すること　・会報誌の発行に関すること

財務課付 筒井 一也
主査 山下 早絵
主事 右城 拓海

業務課　☎ 088-823-3217
事務内容 職名 氏名

・総合事務組合の事業（退職手当 、消防補償、交通災害共済、議会議員公務災害補償）に関
すること

係長 岡村 倫子
主査 松岡 吏紗

会計年度任用職員 竹内 由美

振興課、財務課、業務課 事務補助　☎ 088-823-3218
事務内容 職名 氏名

・文書の収発に関すること　・振興課、財務課、業務課の庶務に関すること 会計年度任用職員 山野上 理恵子

　５月に行われたいの町議会議員選挙の結果、次の方 が々ご当選され、組織議会で議長（◎
印）、副議長（○印）が選出されました。心よりお慶び申し上げます。

　６月に行われた津野町議会議員選挙の結果、次の方々
がご当選され、組織議会で議長（◎印）、副議長（○
印）が選出されました。心よりお慶び申し上げます。

主事　右城 拓海
　4 月から財務課に配属となりました。右城
拓海と申します。主に会計に関すること
や自治会館の管理業務を担当しており
ます。事務職は初めてで皆様にご迷
惑をかけると思いますが、1 日でも
早く皆様のお役に立てるよう努め
ていきますので何卒よろしくお
願いします。

副管理者　笹岡 貴文
　6 月 25 日に開催されました高知県市町村総
合事務組合臨時会におきまして再任いただき

ました。任期は 7 月 1 日からの 2 年間
となります。消防の広域化など喫緊の
課題もありますが、構成団体の皆様方
としっかりと連携しながら取り組ん

でまいります。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。

挨拶をする西山新会長

受賞の四万十町　田邊監査委員

受賞の中土佐町　岡監査委員

受賞の中土佐町　結城監査委員

◎
功
労
者
表
彰

《
決
議
》
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